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Research Center for
Disaster Reduction Systems

The Research Center for Disaster Reduc‐

tion Systemsr DRS for shOrt,was estab‐

lished in 1993,and expanded in 1996.it

was created within the Disaster Preven‐

tion Research institute,KyOtO university

as a center of exce‖ence for the promo‐

tion and integration of various fields of

research dealing with catastrophic urban

disasters which hit megacities.The pur‐

pose of the Centeris to minimize the di‐
rect and indired iosses and to reduce the

human suffering which resuits from this

type of natural disasteri

An integrated Approach to
Disaster Loss Reduction

DRS focuses on the fo‖owing four do‐

mains of disaster management Ha2ard

Mitigation′Urban Design and Pianning′

Preparedness and 5ocietal Reactions,

and information and inte‖19ence. The

goal of the Center is the development
of an integrated pro9ram forioss reduc‐

tion which encompasses a‖ phases of
the disaster managernent cycie includ‐

ing mitigation,preparedness,response,

and recovery.
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はじめに

阪神・淡路大震災から５年を迎えた平成１１年２月に、財団法人阪神・淡路大震災記念協

会からの委託を受け、「震災後の居住地の変化とくらしの実情に関する調査」を実施した。

この調査は、わが国の防災においては、これまで考えられてこなかった生活再建過程を中

心にして、巨大な都市災害から立ち直ろうと努力してきた被災地の人々の努力を科学的に

調査し、次の災害に備えることを目的としていた。幸いにも、復興に関してこうした科学

的な調査を継続的に実施することの重要性を兵庫県が認識し､２年に１度の間隔で被災地の

生活復興を定点観測する調査を行なうことになった。

本報告書は、定点観測調査の第１回目として平成１３年１月に実施した調査の結果をまと

めたものである。前回の調査と同様に、もっとも被害が甚大だった震度７の地域および周

辺の都市ガス供給停止区域を調査対象とした。さらに、比較的被害が軽微だった地区での

対応と比較が可能となるように、神戸市西区および北区の全域を対象地域に新たに加え、

平成１３年の１月に調査を行なった。対象地域内から回答者となる成人男女を無作為に抽出

しており、本調査の結果が次の大災害に際して、防災担当者の意思決定の根拠となりうる

ことを意図している。

まったく同じ災害は二度とおきることはないだろう。しかし、阪神・淡路大震災からの

生活復興に際して被災地の人々の教訓は、次の災害場面でも、また別な形で発現するはず

である。とくに、今回の調査では、生活再建には「すまい」「人と人とのつながり」「まち」

「そなえ」にころとからだ」「くらしむき」「行政とのかかわり」という７要素が必要であ

るという阪神・淡路大震災の被災者自身がまとめた考え方の科学的な検証を試みた。

本調査は、「阪神・淡路震災復興計画後期５か年推進プログラム」のフオローアップの一

環として兵庫県からの委託を受け、京都大学防災研究所巨大災害研究センターで企画・実

施した。調査設計から最終報告書の作成まで、同志社大学文学部立木茂雄教授、神戸大学

文学部岩崎信彦教授には終始ご指導をいただいた。また、京都大学大学院情報学研究科博

士後期課程の木村玲欧くん、田村圭子くんには前回の調査に引き続いて、多大な貢献をい

ただいた。調査の実査はハイパーリサーチ㈱の浦田康幸所長に全面的にご協力いただいた。

また、兵庫県阪神・淡路大震災復興本部総括部復興企画課の全面的なご協力がなければ、

この調査が実施できなかったことを記して、謝意にかえたい。

この調査は、再度調査に応じることをご快諾いただいた回答者に新たな回答者を加えて、

平成１５年１月に再び実施する予定である。こうした地道な努力の積み重ねが、今後の復興

対策の一助となることを切に願う。

平成１４年１月

京都大学防災研究所教授

林春男
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